
今日の錦城山 

 久しぶりの報告です 

 ３月５日（月）今日は啓蟄です。暦通りの暖かな小雨の

日となりました。 

７ヶ月ぶりに、アオサギがコロニーへ戻ってきました。 

 感激！ 

 昨年度、アオサギを追い払うために照明されていました

から、今年戻ってくるのか心配でした。 

もう、ずーっと永くこの地にコロニーを作っています。本当に価値あるコロニーです。 

でも、ここでも人間社会との共生の問題が生じています。我々ホモサピエンスが、しっかりと考えなけれ

ばならないのでしょう。 

 



 ３月７日（水）早速、生徒が観察しました。 

 アオサギを初めて見る生徒も多くいました。 

夕方の５時頃なので、サギが餌場から次々とコロニーへ戻

ってきます。５０羽以上はいました。 

 １つの巣に１羽います。つがいは・・・まだ 

 

 

何故か、みんな、南を向いてい

ます？ 

  ようやく、校庭の紅梅が咲き

ました。 



 ３月８日（木）３時３０分から 

 数人の生徒とともに、モミの幹周りの測定が始まりました。 

根から高さ１３０ｃｍの幹周りを計ります。巨木のみの測定

です。錦城山には７０本ちかいモミがあります。３月～４月

で全部測定するつもりです。今日は、鐘が丸にある７本の測

定をしました。今年の雪で、丈夫の枝がかなり破損している

ようです。このモミの木の横に、保安林の案内がありました。災害時には、樹木

や木の根張りが大きな役目を果たすのです。樹木を大切にしたいですね。 

 草刈りの時には、幼樹や小さな木を切らない配慮が必要です。 

楽して得るもの無し！ 失うもの多し！ 

 



２３年１０月２０日→ 

 

←２４年３月８日 

 

 

 あれーっ！ ギンランの保護柵がありません。何一つ跡形無く取り払われ

ていました。生徒は愕然としていました。誰が取ったの？ 

 もう一度、作り直しです。踏まれたら、もう芽が出てこないからね。 

 ギンランは石川県の絶滅危惧種Ⅱの評価を受けている貴重な植物です。 

 ちょっと気になること・・・昨年の暮れと比べると、なんだか、錦城山が荒れてきているように感じま

す。宝の山が二束三文になるかも・・・。そういえば、登山口の砂岩層がはがれ落ちていた。今年中に崩

れるような気がする。 



 

 ２月７日（火）１３時頃、もう春霞！  明日からは、また雪とのこと。 

 

 



 

春霞の錦城山を撮りに行くと、サギのコロニー最上部に１羽のアオサギがいた。 

コロニーへもどってくるのはまだ早いようですが・・・。霞に誘われて、偵察でしょうか。 

 

 



 

２月３日（金）節分の日、本校グランドから淡く雪化粧した錦城山を見る。 

 

 

 錦城小学校グランド（大聖寺藩邸があったところ）からの錦城山。本校が左隅に見えます。 



     

Ａ                 Ｂ             Ｃ 

Ａ 本校横を流れる熊坂川の鴨たち。越前橋と馬場先橋の間に５０羽ほどいました。ここが最も良い 

餌場なのでしょう。 観察するときは、そ～っと見てください。目線も気付かれますよ。 

Ｂ 曙橋付近にいたアオサギ。ＢとＣは同じサギです。 ＢとＣの違いが分かりますか。 



 １月１６日（月） 

 

   鴨池観察館の帰り道、大聖寺下福田町の片野隧道口あたりから錦城山を望む。 

 

   大聖寺地方町と錦町の境界付近から津葉城址（大聖寺荻生町）を望む。 

   錦城山は右手の方に少し見えます。 

   これら２つの山の植生の違いがご覧いただけるでしょうか。 



 

 大聖寺下福田町の大聖寺川河畔より錦城山を望む。右手に荻生町が見えます。さらにその奥が吉崎です。 

Ａ   Ｂ 

 Ａ 錦城山は自然林で覆われた貴重な山です。私たちは錦城山から多くのことを学べます。 

Ｂ 荻生町から錦城山の方を見る。荻生町は錦城山の西側にあり、朝日が錦城山から差し込みます。 


